


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

重要文化財聖衆来迎寺客殿 修理後 正側面（南東面）全景 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

重要文化財聖衆来迎寺客殿 修理前 正側面（南東面）全景 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

重要文化財聖衆来迎寺客殿 修理後 正側面（北東面）全景 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

重要文化財聖衆来迎寺客殿 修理前 正側面（北東面）全景 
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担当 文化財保護課 建造物第二係 

TEL：077-528-4673 
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重要文化財聖衆来迎寺客殿 保存修理事業 概要 

 

１ 事業の概要 

（１） 事 業 名 ： 重要文化財聖衆来迎寺客殿保存修理事業 

（２） 所 有 者 ： 聖衆来迎寺 

（３） 所 在 地 ： 滋賀県大津市比叡辻二丁目 

（４） 修理方針 ： 耐震診断・耐震対策、屋根葺替修理 

（５） 事業運営 ： 滋賀県が所有者から全事業を受託して実施しました。事業は滋賀県 

一般会計に計上し、設計監理は文化財保護課が行いました。 

（６） 事 業 費 ： 総事業費 115,780,000円（国、県および市の補助事業） 

（７） 事業期間 ： 令和３年４月１日～令和５年６月 30日 

 

２ 建物の概要 

（１） 名   称 ： 重要文化財 聖衆来迎寺客殿  １棟 

（２） 構 造 形 式 ： 桁
けた

行
ゆき

21.9メートル、梁間
は り ま

12.9メートル、一重、南面入母屋
い り も や

造
づくり

、 

           こけら葺、北面切妻造
きりづまづくり

段違、桟瓦葺
さんがわらぶき

 

（３） 建 立 年 代 ： 寛永
かんえい

16年（1639年） 

（４） 指定年月日 ： 大正 11年４月 13日、昭和 39年５月 26日（記載事項変更）、 

           昭和 58年１月７日（記載事項変更） 

（５） そ の 他 ： 昭和 26年半解体修理、昭和 56年屋根葺替修理を実施。 

 

３ 聖衆来迎寺および客殿について 

 聖衆来迎寺は大津市比叡辻に所在する天台宗の寺院で、延暦
えんりゃく

９年（790年）に最澄
さいちょう

が地蔵

教院を建立したことに始まり、長保
ちょうほう

３年（1001 年）恵
え

心
しん

僧都
そ う ず

源信
げんしん

が念仏修行の道場を建立、

弥陀
み だ

聖
しょう

衆
じゅ

を感得
かんとく

したことから、紫雲山
しうんざん

聖衆来迎寺と改めたと伝えられています。その後、大永
だいえい

７年（1527）に真
しん

玄
げん

が再興、桃山時代には坂本城主明智
あ け ち

光秀
みつひで

に庇護
ひ ご

されました。 

客殿の他、寛
かん

文
ぶん

５年（1665）建立の本堂（重要文化財）や江戸時代前期建立の開山堂
かいざんどう

（重要

文化財）、16世紀後期に坂本城の城門として建てられ天
てん

正
しょう

期に現在地に移築された表門
おもてもん

（重

要文化財）が現存し、境内は江戸時代の歴史的景観がよく保存されています。 

 客殿は、江戸時代初期の書院
しょいん

造
づくり

の建物です。２列３行に室が並び、南と東に矩
かね

折
お

れに縁
えん

を

めぐらします。南西の上座
じょうざ

の間は、床
とこ

・棚
たな

・付
つけ

書院
しょいん

を設ける最も質の高い部屋です。上座の間

の東には龍
りゅう

虎
こ

の間、その北には羅漢
ら か ん

の間、四晧
し こ う

八
はち

賢
けん

の間、さらにその北に花鳥
かちょう

の間と並び、

各室は狩野
か の う

派による障壁画
しょうへきが

や襖絵
ふすまえ

で飾られています。 


